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発刊にあたって

町民の皆さまには、日頃から美幌町のまちづくりに対してご理解とご協力を
いただき、厚くお礼を申し上げます。

地方自治体を取り巻く環境は、今なお厳しい状況にありますが、ひるむこと

なく一歩ずつ着実に前進し、将来に夢や希望の灯りがともり「小さくてもキラ

リ夢輝くまちづくり」を実現するため、最善の努力をしていきます。
このたび作成しました「美幌町のことしの仕事」は、町の一年間の予算や主

な取り組みについて掲載しています。町民の皆さまからお預かりした税金など
がどのように使われているかを知っていただき、今後のまちづくりに対する貴
重なご意見などをいただければ幸いです。

平成２５年５月

美幌町長

目 次
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年度の途中で予算を変更することがあります。
これを「補正予算」といいます。

台風のような自然災害や施設の緊急修繕などで、予定していたよりも多くの経

費が必要となってしまった場合や、急いで対応しなければならない場合、予算案

をつくり、当初予算と同じように町議会に提案します。

町長が予算案をつくり、議会に提出します。
議会で審議を行い、議決によって予算が成立します。

役場のそれぞれの担当が、町民の皆さまのご意見やご要望をもとに、１年間の

行政サービス（仕事）を組み立てます。町長は、担当部署の提案を予算案として

まとめ、町議会に提出します。
議会は、提出された予算案をいろいろな面から審議したうえで、議決により予
算を決めます。

予算とは、１年間の収入と支出を見積もることです。

新しい年度が始まる前に、１年間（４月～翌年３月まで）にどのくらいの収入

（歳入）があるか、その収入をもとにしてどのような事業を行うかを計画し、費

用（歳出）を見積もります。これらの内容をまとめたものが「予算書」です。

１ 予算に関する基礎知識

議決 提案
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予　 算　 額

９４億１，８３１万６千円

５６億９，８５３万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ２９億５，５９６万円

後 期 高 齢 者 医 療 特別 会計 ２億７，８０２万５千円

介 護 保 険 特 別 会 計 １４億８，３６２万８千円

公 共 下 水 道 特 別 会 計 ８億９，９７３万２千円

個 別 排 水 処 理 特 別 会 計 ８，１１８万５千円

２８億８，０２８万３千円

水 道 事 業 会 計 ６億５，６７５万１千円

病 院 事 業 会 計 ２２億２，３５３万２千円

１７９億９，７１２万９千円

一 般 会 計

特 別 会 計

企 業 会 計

合　　　　　　　　　計

会　　　　計　　　　名

一般会計

52.３%

国民健康保険

特別会計

16.４%
後期高齢者

医療特別会計

1.６%

介護保険

特別会計

8.２%

公共下水道

特別会計

5.０%

個別排水処理

特別会計

0.５%

水道事業会計

３.６%

病院事業会計

1２.４%

２ 平成２５年度美幌町の予算

一般会計

福祉、道路整備、教育な
ど基本的な行政サービスを
行うための会計です。

特別会計

国民健康保険など特定

の目的のための会計で、

町には５つの特別会計が

あります。

企業会計

会社と同じように事業
を行い収益をあげて運営
する会計で、水道事業と
病院事業があります。
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説　明 金　額

町 税 町民税や固定資産税など、皆さまに納めていただいた税金です。 ２１億６，１８２万９千円

地 方 譲 与 税 １億５，７８７万１千円

利 子 割 交 付 金 ５８０万円

配 当 割 交 付 金 ２２０万円

株式等譲渡所得割交付金 ４１万円

地方消費税交付金 ２億７４０万円

自動車取得税交付金 ３，０１０万円

国有提供施設等所在
市町村助成交付金

５３万円

地 方 特 例 交 付 金 ４３０万円

地 方 交 付 税 ３８億１，０００万円

交通安全対策特別交付金 ３８０万円

分担金及び負担金 事業にかかる経費の一部を、利用者が負担するお金です。 １億６，９６２万４千円

使用料及び手数料 施設の利用料や証明書の発行手数料などです。 ２億９，５１９万１千円

国 庫 支 出 金 ５億７，４７９万９千円

道 支 出 金 ７億５６０万６千円

財 産 収 入 生産品や土地などの財産を売り払って得るお金です。 ４，５４０万２千円

寄 附 金 町にご寄附いただいたお金です。 ３，０００万７千円

繰 入 金 町の基金（貯金）を取り崩したお金です。 １億９，９９０万３千円

繰 越 金 前年度から繰越したお金です。 １，０００万円

諸 収 入 給食費や貸付金の返還金、その他の様々なお金です。 ５億１，３２４万４千円

町 債 国や銀行などから借り入れるお金（借金）です。 ４億９，０３０万円

９４億１，８３１万６千円

項　目

計

皆さまが国や北海道に納めたお金の一部が、法律や基準
に基づき、町に配分されるお金です。

皆さまが国や北海道に納めたお金の一部が、法律や基準
に基づき、町の特定の事業のために配分されるお金で
す。

依存財源

63.6%

自主財源

36.4%

地方

交付税

40.5%

国道

支出金

1３.６%

町債

5.2%地方譲与税等

4.３%

町税

23.0%

諸収入

5.5%

使用料・手数料

3.1% 繰入金等

4.8%

３ 一般会計歳入(収入)の内訳

自主財源

町が自主的に調達で
きる収入のことです。

依存財源

国や北海道から交

付されたり、借金を

するなどして得られ

る収入のことです。
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説　明 金　額

議 会 費 議会運営にかかる経費です。 ８，０２０万９千円

総 務 費 庁舎管理、自治会や交通安全、選挙などにかかる経費です。 ３億６，７９６万７千円

民 生 費 社会福祉や児童福祉などにかかる経費です。 ２０億９，７０２万６千円

衛 生 費 健康づくりやごみ収集などにかかる経費です。 ７億９，９２０万７千円

労 働 費 労働者の福祉向上や就労支援にかかる経費です。 ３，６３５万８千円

農 林 水 産 業 費 農業や林業の振興・普及などにかかる経費です。 ６億４０１万８千円

商 工 費 商工業や観光の振興などにかかる経費です。 ３億６，６７５万８千円

土 木 費 道路や公園、住宅などの公共施設の整備にかかる経費です。 ９億９，７３２万２千円

消 防 費 消防や救急などにかかる経費です。 ４億６，６５７万円

教 育 費 学校教育や社会教育などにかかる経費です。 ８億９，４５３万３千円

公 債 費 町が借り入れたお金（借金）の返済金です。 １３億３，０２７万４千円

職 員 給 与 費 職員の給料や手当などです。 １３億７，７０７万４千円

予 備 費 災害など緊急時のために備えて用意しているお金です。 １００万円

９４億１，８３１万６千円

項　目

計

議会費

0.8%

総務費

3.9%

民生費

22.3%

衛生費

8.5%

労働費

0.4%

農林水産業費

6.4%

商工費

3.9%
土木費

10.6%

消防費

5.0%

教育費

9.5%

公債費

14.1%

職員給与費

14.6%

４ 一般会計歳出(支出)の内訳 ～目的別～

歳出の区分

○目的別分類○
福祉や衛生、農林業
など各部局の各分野ご
との予算の状況を知る
ことができます。

○性質別分類○
（次ページ）

町の予算のうち、支
出が義務づけられてい
る経費や、将来的な効
果を伴う経費がどの程
度あるかなどを知るこ
とができます。
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説　明 金　額

人 件 費 職員の給料や手当、議員・委員の報酬などです。 １４億７，７５４万２千円

物 件 費 光熱水費や消耗品費、委託料などの経費です。 １５億５，３１２万５千円

維 持 補 修 費 公共施設の維持管理にかかる経費です。 ３億２，５１７万３千円

扶 助 費 児童手当や障がい者支援費などの経費です。 １０億１，９３７万８千円

補 助 費 等 消防や各種団体に対する負担金などです。 １１億９３２万２千円

貸 付 金 中小企業融資利子補給など、町が一時的に貸し付けるお金です。 ３億３００万円

投 資 及 び 出 資 金 企業会計などに出資するお金です。 ９，７１３万５千円

積 立 金 町の基金（貯金）へ積み立てるお金です。 ９８８万８千円

繰 出 金 特別会計の建設費や事務費などの経費を補うためのお金です。 １１億１，８１７万７千円

普 通 建 設 事 業 費 公共施設の大規模改修や町の基盤整備にかかる経費です。 １０億８，６７６万６千円

（ 補 助 ） 普通建設事業のうち国からの補助があるものです。 １億６，７０５万７千円

（ 単 独 ） 普通建設事業のうち国からの補助がないものです。 ９億１，９７０万９千円

公 債 費 町が借り入れたお金（借金）の返済金です。 １３億１，７８１万円

予 備 費 災害など緊急時のために備えて用意しているお金です。 １００万円

９４億１，８３１万６千円

項　目

計

義務的経費

40.4%

投資的経費

11.６%

その他の経費

48.0%

人件費

15.６%

公債費

14.0%

扶助費

10.8%

普通建設事業費

1１.6%

物件費

16.5%

維持補修費

3.5%

補助費等

11.7%

貸付金

3.2%

繰出金

12.0%

その他

1.1%

５ 一般会計歳出(支出)の内訳 ～性質別～

義務的経費

毎年必ず支出する必

要があり、大きく削減

することが難しい経費

のことです。

投資的経費

支出の効果がその年
だけで終わらず、将来
的なまちの資本形成
（施設など）に結びつ
く経費です。
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まちづくり推進事業 １０９万７千円

『まち育新聞』の発行やびほろ「まち育」講座、「まち育」出前講座などにより、町の情報
を町民の皆さまと共有するとともに、まちづくり講演会やフォトコンテストを開催し、町民参
加のまちづくりを推進します。

６ 平成２５年度の主な事業

拡充

自治会・連合会、部会への補助金 ９０９万５千円

町内６７自治会の運営などに対し助成を行います。
平成２５年度は田中自治会１００周年記念誌の作成、美和南

公民館の建て替えに必要な経費の助成も行います。
■補助金の内訳

単位自治会 ２８９万円 自治会連合会 ３６万円 部会 １４４万５千円

田中自治会１００周年記念誌作成事業 ２０万円

美和南公民館建替事業 ４２０万円

防災活動推進事業 ９５１万２千円

地域防災計画に基づき、町の防災体制を整備します。

■主な取り組み

避難所用備蓄品（石油ストーブ等）の整備 ６８万８千円

防災ガイドブック・パンフレット・ポスターの作成 ２６１万２千円

避難所表示看板の作製 ２７６万５千円

生活バス路線維持事業 ２，７１１万３千円

多目的利用バスの運行や民間の路線バス事業者に対する助成などを行い、町民の皆さまに

とって不可欠なバス路線の運行の維持管理を行います。
■事業の内訳

多目的利用バスの運行委託 ６８０万８千円

生活バス路線運行維持費への補助 １，９２５万２千円

（うち町内のワンコインバス運行には、５９５万１千円を補助）

美幌駅前バスターミナルの維持管理 １０５万３千円

一部

新規

地上デジタル放送難視対策事業 ２，７８７万３千円

町内における地上デジタル放送難視地域解消のため、施設整備に必要な経費を助成します
（高野・美禽地区）。

拡充

新規

 8



コミュニティセンターの耐震補強 ３２９万７千円

平成２４年度に行った耐震診断結果にもとづき、大集会室

（体育館）の耐震補強のための実施設計委託を行います。

子ども発達支援センター事業 １，３４６万６千円

発達の遅れや心身に障がいのある児童とご家族のために、ケアーマネジメントや保護者教室、
発達相談を行います。児童数の増加に対応するため、平成２５年度から臨時指導員１名を増や
し、訓練・指導体制の充実に努めます。

保育園、保育所運営事業 １億５，３４０万５千円

通年保育園（美幌・東陽）、学童保育所（美幌・東陽・

旭）、季節保育所（中央・美園）、へき地保育所（田中・
福住・上美幌）において保育を行います。学童保育所では、

児童数の増加に対応するため補助指導員を配置し、児童の
受け入れ体制を強化します。

自殺対策緊急強化推進事業 ８２万８千円

美幌町自殺予防対策推進会議の開催、こころの健康相談や自殺予防ゲートキーパー（悩んで

いる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげる見守り人）の育成、自殺予防

啓発のためのリーフレットを作成するなど、自殺予防を推進します。

障害者自立支援事業 ５億８，８０５万５千円

障がい者の自立した日常生活・社会生活を支援するため、相談体制の強化や生活に必要な用

具の給付や購入の助成、医療給付、介護給付・訓練等給付などを行います。平成２５年度から

１８歳未満の障がい者への医療給付も行います。

高齢者福祉対策事業 ２，７０６万４千円

高齢者世帯や障がい者世帯の除雪支援、単身の高齢者世帯の見守り体制の強化、老人クラブ

運営、美英福祉寮や老人憩の家などの高齢者福祉施設の管理運営などを行います。

新規

緑の苑移転改築事業 ４，０４５万５千円

特別養護老人ホーム「緑の苑」が移転・改築したことにより、多床室建設、低所得者やユニ

ット型個室利用者の負担を軽減するために設置者や入所者を助成します。

拡充

拡充

拡充
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特別会計３会計への繰出金 ４億８，４３７万４千円

国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療の３つの特別会計への一般会計からの繰り出しを

行います。

国民健康保険特別会計繰出金 １億６，３７５万８千円

後期高齢者医療特別会計繰出金 ８，６２７万８千円

介護保険特別会計繰出金 ２億３，４３３万８千円

■各会計の保険料、給付費などの状況

ごみ対策事業 １億８，６４５万３千円

第Ⅲ期埋立処分場への移行のため、第Ⅱ期埋立処分場の埋立終了に向けた環境整備、農村地

区の一般ごみ収集回数を月１回から２回へ増やすなど、ごみ収集・処理対策を強化します。
■主な取り組み

第Ⅱ期埋立処分場整備工事 ８２０万円

（収集）

一般ごみ収集運搬業務委託 ５，２８６万８千円 資源ごみ収集運搬業務委託 ２，１２１万３千円

農村ごみ収集運搬業務委託 ４７９万３千円 粗大ごみ収集運搬業務委託 ５７万４千円

その他プラスチック収集運搬業務委託 ９７３万５千円

（処理）

ごみ処理場維持管理委託 ７，８６８万円 年 計（１～１２月）

３，６１７トン

３，３０４トン

６，９２１トン

３，５９５トン

３，４３３トン

７，０２８トン

区 分

23

収集ごみ

直搬ごみ

埋立量計

24

収集ごみ

直搬ごみ

埋立量計

ご
み
処
理
の
状
況

7.5 6.9 6.5 

1.7 1.9 1.9 2.1 2.5 2.6 

19.2 19.9 20.3 
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国保会計 後期高齢会計 介護会計

国保会計 介護会計

収納額

保険給付額

拡充
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北見赤十字病院運営費負担金 １，６１９万３千円

北見赤十字病院の新築・改築工事などにかかる経費の一部を負担します。
（平成２５年度から平成２７年度までの３年間で合計４，８５７万７千円を負担）

医療従事者就業支援補助金 ３１５万円

町内や町外から転入した医療従事者が町内の医療機関などに

就職した場合、就業支援を行い、医療従事者の確保に努めます。

■支援の内容

就職１年目 住宅準備金２０万円 就業支援金２５万円

就職２年目 就業支援金２５万円

就職３年目 就業支援金２５万円

特別会計、企業会計への繰出金 ３億５，０８７万９千円

個別排水処理特別会計、水道、病院の２企業会計への一般会計からの繰り出しを行います。

個別排水処理特別会計繰出金 ３，４９５万２千円
水道事業会計負担金・補助金・出資金 ２４３万円
病院事業会計負担金・補助金・出資金 ３億１，３４９万７千円

■個別排水処理特別会計の主な事業

・個別排水処理施設整備事業 ４，９８１万７千円

公共下水道区域外の農村地区の水洗化を図るために、整備計画に
基づき、合併処理浄化槽の設置工事を行います。また、設置済み
の浄化槽の維持管理を行います。

■水道事業会計の主な事業

・水道管路整備事業 ５，４２５万円

道路新設、改良に伴い、配水管の新設や布設替の工事を行います。

・水道施設整備事業 １，７２５万円

日並浄水場やポンプ施設の整備を行います。

・量水器収納筺設置事業 ５，５２７万円

既設の量水器（水道メーター）収納筺を伸縮式に交換し、量水器交換や漏水修繕作業による
住宅環境の負担を軽減し、水道利用者の利便を図ります。

■病院事業会計の主な事業

・医療機器等更新事業 ２億７，１１７万５千円

更新計画に基づき医療機器を更新することで、安定的な医療の提供を行います。
平成２５年度はプラズマ滅菌装置、レーザー光凝固装置、全自動錠剤分包機などを購入します。

乳幼児医療費扶助 ３，２４３万円

乳幼児に対する医療費の一部を助成します。平成２５年度から未熟児に対する医療費の助成
も行います。

健康づくり事業 ２，７９１万６千円

各種がん検診や肝炎ウイルス検診、特定健診の自己負担額の一部を軽減または無料化し、受
診率の向上を目指します。

9 ２７戸 17 １７戸

10 １９戸 18 １８戸

11 １４戸 19 １７戸

12 １９戸 20 ９戸

13 １５戸 21 １１戸

14 １９戸 22 １２戸

15 ２０戸 23 １６戸

16 ２５戸 24 ７戸

個別排水処理浄化槽の設置状況

（整備個数２６５戸／計画戸数３０６戸）
平成２４年度末普及率　８６．６％

年 度 計 年 度 計

新規

新規

拡充

拡充
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てん菜作付奨励事業等補助金 ８９９万５千円

昨年度に引き続き、てん菜の作付面積の維持及び拡大に向け
た助成を行うとともに、繁忙期における労働力不足を補うため
の労働者支援を新たに行います。

畜産振興対策事業 ８６９万５千円

酪農ヘルパー事業への助成や、乳牛の安定確保と牛群整備のため
乳用種性判別精液を用いた人工授精の取り組みに助成を行うととも
に、優良肉牛の計画的導入のため助成率の引き上げなどを行います。

道営土地改良事業 ３億１，４０４万４千円

安定した農業経営のため、農業生産基盤や集落環境の整備を行います。

■事業の内訳

経営体育成基盤整備事業美幌美禽地区分担金 ３，１２５万５千円

畑地帯総合土地改良事業美幌田中地区分担金 １億５，２７８万９千円

畑地帯総合土地改良事業美幌豊栄地区分担金 １億１，０００万円

畑地帯総合土地改良事業美幌昭美地区分担金 ２，０００万円

町有林造林事業 ３，４９５万３千円

町有林の造林、保護、その他の管理を行います。森林づくりに対し
ご理解とご支援をいただける企業や団体の間で森林整備協定を締結し、
町と協働で森林づくりを行ったり、カーボンオフセット（人間の生活
や経済活動によって排出された二酸化炭素などを、クリーンエネルギ
ー事業などに投資することによって相殺すること）の取り組みを進め
ます。

地域エネルギー対策事業 ２００万円

太陽光発電施設を設置するモニターに対して、１年間の実証を委託します。
※募集件数 ２０件 モニター料 １件あたり１０万円

町内消費拡大セール補助金 ９００万円

地元商店街における消費拡大のために実施しているポイントカード（スマッピーカード）の
プレミアム付プリペイドチャージについて、子育て世代・若年者を対象にプレミアム加算を拡

充します。
※一般分 １万円のチャージに３千円のプレミアム加算（３０％）

子育て・若年者分 １万円のチャージに５千円のプレミアム加算（５０％）

拡充

拡充

拡充

拡充
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除雪対策事業 ７，８６６万４千円

冬期間における生活道路の確保のため、計画的・定期的な除排雪
作業を行います。

道路新設改良事業 １億９，３３３万円

安全な車両通行の確保や、歩行者に配慮した道路環境の向上を図るため、計画的な道路
改良を進めます。

①第2号道路
町民会館付近

②第291号道路
東雲通～青山橋付近

③第13号道路
美英通の一部

④第466号道路
町島工務店付近

⑤第121号道路
竹下養豚場付近

⑥第122号道路
（第23号橋）
農協貯蔵施設付近

公共下水道特別会計繰出金 ３億２，１３４万８千円

公共下水道特別会計への一般会計からの繰り出しを行います。
■公共下水道特別会計の主な事業

・終末処理場電気設備更新事業 ５００万円

長寿命化計画に基づき、電気設備の更新のための実

施設計委託を行います。

・道道北見端野美幌線汚水管移設工事 １，６５０万円

道道北見端野美幌線道路改良に伴い敷設されている

汚水管の移設工事を行います（右図）。

・終末処理場維持管理事業 １億９，２４１万６千円

下水道終末処理場の機器修繕など、施設の維持管理

を行います。

一部

新規
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住宅リフォーム促進等補助事業 ５，１００万円

より良い住まいの環境づくりと地域経済の活性化を目指して、居住宅のリフォームや耐震改

修工事に対する助成を行います。
■事業の内訳

・住宅リフォーム促進補助金 ４，９５０万円
H23～25の３年間予定
工事費50万円以上（消費税を除く）のリフォーム工事に対し、
20％を助成（上限額は50万円）

・住宅耐震改修補助金 １５０万円
H23～2７の５年間予定
耐震改修工事費（消費税を除く）に対し、最高30万円を助成

住宅維持管理事業 １億５，４８８万６千円

灯油の集中供給設備の改修工事を昨年度に引き続き実施するとともに、老朽化が激しい美園
公営住宅の屋根修繕、公営住宅駐車場整備のための実施設計委託など、公営住宅の維持管理を
行います。
■事業の内訳

町営住宅の維持管理 １億２３１万４千円

美園公営住宅屋根修繕 １，１００万円

公営住宅駐車場整備実施設計委託 ５００万円

（仲町公住、三橋南公住、南公住、美富公住）

町営住宅灯油集中供給設備改修事業 ３，６５７万２千円

（仲町公住、三橋南公住、南公住、美富公住）

美幌・津別広域事務組合負担金 ４億６，６５７万円

美幌・津別広域事務組合の消防・救急や通信指令業務に対する負担金を支払います。

少人数学級（３５人以下）の推進 １，０５４万６千円

町立小学校において少人数学級（３５人以下）を実現するため、期限付き教諭を配置し、児
童の学習意欲・学習習慣などにかかる課題の改善に取り組みます。

学校施設整備事業 ８，５２５万４千円

小中学校の老朽化に伴う施設の改修を行い、安全で安心な学校教育環境の整備を推進します。
■事業の内訳

小学校屋根改修 １，８１３万９千円（旭小、東陽小）

旭小給湯ボイラー交換 ２９４万円

小学校トイレ完全洋式化 ２，７２１万７千円（美幌小、東陽小、旭小）

美幌小教職員用パソコン更新 ８００万円

東陽小屋外遊具更新 １，２９５万８千円

美幌中教頭住宅新築工事 １，６００万円

一部

新規

新規

拡充
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町民会館維持管理事業 ５，３４３万４千円

平成２５年度から管理・運営を教育委員会へ移し、
「びほーる」における芸術鑑賞事業などと一体化する
ことで利用者のニーズに沿ったサービス向上に努めます。

芸術文化振興事業 ５４３万円

町民会館第１ホール「びほーる」を核として、町民の皆さまが芸術文化にふれる機会をつ
くります。
■事業の内訳

文化祭負担金 ４６万円

芸術文化鑑賞事業負担金 ２５０万円（コンドルズ美幌公演など）

芸術文化振興事業等補助金 ２４７万円

（吹奏楽技術講習会、高嶋ちさ子トリオコンサートなど）

屋内外体育施設維持管理事業 １億１，４６５万４千円

町民の皆さまがスポーツとふれあうことのできる屋内外の体育施設（スポーツセンター、ト
レーニングセンター、Ｂ＆Ｇ海洋センター、野球場、陸上競技場、河畔公園運動広場、リリー
山スキー場など）の維持管理を行います。
■事業の内訳

屋内体育施設維持管理 ５，１２９万４千円

屋外体育施設維持管理 ４，０５５万３千円

スポーツセンター、トレーニングセンター耐震診断 ９４４万円

トレーニングセンター屋上防水改修 ２７３万円

リリー山スキー場リフト、圧雪車改修 ４６３万７千円

あさひ多目的広場格納庫設置 ６００万円

スクールバス運行事業 ３，８４８万円

町営バスとして運行していた報徳線、豊岡線、日並線をスクールバス化し、現行のスクール
バスの一部路線とともに、町民の皆さまとの混乗化により運行します。

給食センター管理運営事業 ２億５２６万５千円

蒸気ボイラー、食器洗浄機などの老朽化に伴う更新・修繕や、学校給食の自主衛生管理対策
を強化するために研修や機器整備、検収室の増築などを行い、安全で安心な学校給食の提供を
推進します。
■事業の内訳

給食調理、配送業務委託など １億７，２４２万２千円

自主衛生管理対策強化 ８２５万３千円

設備、機械機器の更新 ２，４５９万円

拡充

拡充

一部

新規

拡充
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（お問い合わせ先） 美幌町役場　総務部財務グループ

〒092-8650

網走郡美幌町字東２条北２丁目２５番地

電話　　0152-73-1111

ＦＡＸ　0152-72-4869

メール　zaisei@town.bihoro.hokkaido.jp

　本町では、この冊子以外にも、町の財政に関する様々な資料を作成し公表しています。

　役場財務グループで配布しているほか、町のホームページでも見ることができます。

　　　　 　

　　　　 ・グラフで見る財政状況

・美幌町財政状況説明書

・美幌町の財務書類４表

・第２次美幌町財政運営計画

・財政状況資料集

～まちづくりは町民のみなさんが主役です～

美幌町のことしの仕事


